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程において関与が知られている。もう一つの候補遺伝子として Shaker が見出された。Shaker は
記憶中枢に特異的に発現する電位依存性のイオンチャネルである。ニューロンにおける入力と出
力には電位依存性イオンチャネルの調節が重要であり、これが神経回路網のダイナミックスを大
きく変化させる。また学習や記憶の際、重要なシナプスの可塑性の基本メカニズムに関与してい
ると考えられている。本研究によって見出された AMPKおよび Shakerが長期記憶成立によって発
現量が増加することは全く新しい知見であり、記憶の分子メカニズムの解明に一歩近づけたと考
えている。 
 
